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1．ご出席の方のみ9月25日までに同封のはがきかホームページでお願いします。
http://seirandousoukai.com

2．会費は当日、受付にてお支払いして頂きます。
3．申し込み後、総会一週間前以降の欠席の場合は、会費を頂くようになりますのでご了承ください。

交通機関
●ゆりかもめ 竹芝駅直結
●都営大江戸線/浅草線 大門駅徒歩10分

（B2出口）
●JR／モノレール 浜松町駅徒歩10分

（S4出口海岸一丁目方面）【日時】平成 22 年 10 月 11日（  月・祝 ）
           12:00～14:30（11:30 受付開始）

【会場】ホテル インターコンチネンタル東京ベイ 4F「ルグラン」

【会費】一般会員：8，000円（75歳以上　4000円）
           学　　生：3，000円（平成19年卒～平成21年卒）
           新 会 員：1，000円（平成22年卒）

【内容】第一部 総会
           第二部  来てからのお楽しみ！

今年も好評になっているインターコンチネンタル東京ベイで開催いたします。
今までは夜でしたが、今年は昼間の開催です。

夜とは違う景色を楽しみながら楽しい一日を過ごしましょう。
是非、お誘い合わせの上お越しください。

第71回の青蘭会は、１部では会計報告をし、２部では昨年
に引き続き村瀬さんに司会をして頂き、藤平富喜子さん
（S17年卒）がシャンソンの『枯葉』を皮切りに、井上茜さん
（H14年卒）のピアノ演奏、菊池大輔さん（H19年卒）のマジッ
ク、H21卒の清水大地さん、吉川開さん、海野陽さんの３人
によるジャグリング、最後は音楽科の教員をされていた篠田
幸子先生が井上茜さんの伴奏で『アヴェ マリア』を歌って、
盛大に盛り上がりました。

第一京浜国道大門
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第72回 青蘭会開催!!（平成22年度）

第71回 青蘭会
（Ｈ21. 10. 11）

今年も東京湾の素敵な景色を御馳走に
★青蘭会★の季節ですよ～！！

☆青蘭会☆　会員の皆さまお元気でお過ごしでしょうか！
わが母校は毎年目覚ましい発展をしておりますよ～！！
今年も多くの優秀な後輩たちが東京大学をはじめ

皆が憧れるような大学にドンドン入学を果たしています。
スポーツだって、バスケットや野球など
全国大会に出られる程の勢いです！！

元気のない日本…だからこそ元気で勢いのあるわが母校の
同窓会☆青蘭会☆で心を一つにし

同窓生の絆を強めようではありませんか！！
役員一同楽しい企画一杯でお待ちしております！！

☆青蘭会☆会長　岡田可愛

副会長挨拶 安達 健剛
この度、青蘭会の副会長に就任いたしま
した。12年卒の安達です。
会長と共に知恵・力を出し合って青蘭会
を盛り上げて行きたいと思っております
ので宜しくお願い致します。
「失敗と書いて、成功と読む」この言葉を胸に不撓不屈の精神
でぶつかっていきます。青蘭会の躍進をお約束いたします。

ジャグリング

ピアノ

シャンソン

「はい、おすし～」「ありがと～]

「なにするの？」「ひ・み・つ」 先輩と後輩

新役員新幹事

̶宿泊の
場合̶

直接ホテ
ルにTEL

して下さ
い。

担当者は
長
オサ
田
ダ
康正さん

（03）54
04－392

1 直通

必ず「青蘭
会」と言っ

て下さい
。

宿泊料金
は２人で

¥46，600の
ところ

日曜日－5
0％値引に

なります。

新役員：清水大地
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我が人生に讃歌あり   S21卒 酒井 友子（旧姓 神宮寺）
思いがけない「青蘭会」から原稿依頼を受けて久々に興奮しました。
昭和21年に卒業した私達は今年80歳を迎え過去60年間の内女学生時代の思い

出は余りにも暗く重い戦時中の事ばかりで胸が痛みます。しかし私達年代に体験
した事実は貴重な過去として継承する義務があると思う。今我が家に高一と小五
の男の孫達は恵まれた環境で伸びのびと当り前のように生きているが、私達のあ
の頃は青蘭入学の一年間だけ勉強はできたが二年生からは戦争に勝つまでは、と
軍需工場で朝から夕方まで絶縁体のマイカはりの仕事をした。時折軍の若い将校
が激励のために工場を訪れたがあの若く男々しい姿に思春期の多感な私達は声も出さず胸中に秘めていた
のです。
昭和20年８月15日終戦、日本は敗けた。が私は嬉しかった。やっと電燈が思い切りつけられる！もう空
襲は無い！学校へ戻れる！と夢は大きくその後の生活の悲惨さは想像を絶したのです。21年卒業式は型だ

けでも制服も靴も焼け残ったが写真は全く無い。父の推めで
日米英会話学院へ英文タイプも一緒に二年間通い修得した大
好きな英語の勉強は驚くほど身につき就職も速ぐできた。当
時の日本はアメリカ軍政府が大企業の管督管理をして私は働
き乍ら敗戦とはこうゆう事かと身をもって知った。お蔭で今
は亡き主人と職場結婚もでき三人の子の母となり、やがて
PTAの会長を３年も務めた。子供達も成長して50歳にして私
は水墨画の勉強に挑戦10年で師範の資格を得て教室を持ち20
年、平成元年創設した「友雪会」の20周年記念展が行われた。
多くの方々との出合い人間を愛し感謝して生きています。

修学旅行の思い出
（九州縦断編）  　　数学科教諭　

安部 康則

平成11年度、11年前の中高一貫一
期生との修学旅行以来、昨年度が

教員生活で二

度目の高校修学旅行の引率でした
。

ここ数年は九州北西部が中心の修
学旅行ですが、11年前は九州の西

側を、鹿児島

から長崎まで北上する行程でした
。

見学地の詳細はほとんど記憶に
残っていませんが、そのときの

生徒との会話や、

生徒と何をしたか、生徒に起こっ
たハプニングは今でもよく覚えて

います。

一期生も現６年生も、平和教育の
一環である講演会および資料館見

学に対する真

剣さは変わりません。普段の学校
・日常生活では感じることのでき

ない、戦争の恐

ろしさや、平和の大切さを強く感
じ、自分たちが将来に向けて何を

考え何ができる

のかということを真剣に考える機
会となったようです。一期生がこ

れを読み、改め

て何かを感じてくれると嬉しく思
います。

当時のハプニングを一つだけ紹介
します。

それは、ホテルに到着し、夕食ま
でに生徒が入浴する時間帯での出

来事です。引

率教員にとっては、浴場のチェッ
クをするまでの休息できる数少な

い時間帯です。

「先生、お風呂が大変です。」と
生徒が呼びにきました。休息時間

なのにと、多少

不愉快な気分でお風呂に行き、浴
場を開けたとたんに大笑いしてし

まいました。

湯船の大きさが八ヶ岳青蘭寮の半
分以下、洗い場が３名分しかない

名ばかりの大

浴場で、各洗い場に十人以上がき
ちんと整列して並んでいました。

お風呂ですから

当然全裸でしたが、その姿があま
りにおかしく、大笑いしてしまっ

たのです。

「先生ひどいよ。」と生徒たちか
ら責められたことを覚えています

。

結局、部屋風呂を使うことで解決
しましたが、その時のあまりの

おかしさと、文句も言わず一列に
並んでいた一期生の素直さを今で

も懐かしく思います。

現在の青稜生も、昔と変わらず素
直な生徒が数多くいて大好きで

すが、一期生との関わりは、私に
とって特別なものです。修学旅行

に限らず、様々な行事の度に、一
期生との学校生活を、今後も思い

出すことが数多くありそうです。

青蘭から青稜へ
元教諭 橋場 斐子

昭和37年新任として採用していただき、中学一
年副担任となりました。当時の生徒とは年齢も近く
今でもフレンドリーに仲良くしています。仕事面で
は理事長青田瀧藏先生が毎日出勤され、十数名いた
新任仲間は職員会議中の姿勢から、生徒への言葉遣い、板書の文字に
至るまでご指導いただき、倹約の精神が教育の基本であることも教示
され、紙の節約は厳しく躾けられました。又、バレーボール部の顧問
もさせていただき、夏休みの合宿には、校長青田幸夫先生も陣中見舞
いに来てくださったこともなつかしい思い出です。昭和44年子育ての
為退職しました。
昭和60年再雇用していただき、女子校から共学校になって、初期の
中学一年生を担任させていただいた頃の事が強烈な思い出です。
中学一年生といえば、やんちゃな年齢ですから、共学校スタートま
では、奇抜で乱暴な行動を予想して、受け入れ準備に重ねられた会議
は、並々ならぬものがありました。蓋開けしてみると、高度成長期の
豊かな中で生まれ育ったお子様方で「案ずるよりは産むが安し」の諺
通りでした。男女共学の教育のごく自然に発展してきた中で、小学校
教育を受けてきた生徒たちの生活は、女子教育に拘わり続けた面を反
省させられ、教えられることも多くありました。
社会全体の流れも男女の雇用も平等になっていく中で、共学校の存
在意義も再認識させられ、何とグッドタイミングな転換であったのか
と、理事長青田房子先生はじめ、スタッフの先生方の決断に敬意を表
しました。青蘭会会長岡田可愛さんのご子息も、共学校スタート時の
入学生となられ、教え子が保護者となられた感動も忘れられません。

現在は、クリスチャン生活の中で、教会で勉強している。小・中学
生に、週４日10時間国語の授業をしています。

─ 心の中で ─
英語科 大沢 泰子

青稜に勤めて早30年近くが過ぎ、何度となく担任を繰り返してき
た。同窓の方々の掛け替えのない青春時代に自分が入り込んでいると
思うと何やら申し訳ない気になる。
この仕事のお蔭で多くの出会いと別れを味わったが、青蘭学院時

代、初めて担任したクラスには特別な思いがある。ストレートで厳し
いと言われた私の本当の性格を見抜き理解してくれた女生徒さん達で
ある。その中でも二人のケイコさん（慶子・恵子）は、こんな私をい
つも労わってくれる。ありがたいことだ。
又、私を育てて下さった先輩の先生も多くの方が御退職になり、私
もその時が近付いている。先輩の先生方は篤い愛校心を携えて同窓会
に集われ、私共に変わらずお声を掛けて下さる。その懐深い真摯なお
姿を拝見すると、青稜の今と、学院の持つ暖かい雰囲気は、これら先
輩方や同窓生の「人」となりが原点だとわかる。
今、中学一年から一緒の学年が高校一年を迎えている。彼（女）らの
一挙一投足が眩しい。私達は生徒の皆さんの成長と一瞬を心の中に留
めることができるのだ。あの生徒は今、あの教育実習生は今、あの先
生は今どうしているだろうと良く思う。ささやかな事に幸せを感じら
れる人生を送って頂きたい。
今日も生徒の言動に、心の中で人一倍笑い涙し感動し、それを顔に
出さないようにしつつ、こ
ぼれそうな思いで一杯の心
の中を見抜かれないように
あがいている小心者の私が
いる。
ただただ今私があるのは

皆さんのお蔭と感謝し、文
末とさせて頂くことをお許
し下さい。

本年度からネクタイがストライプ柄に統一されました。

My Teacher

My Teacher

右側 大沢先生

御詫び：昨年の「青蘭会」の輝いていますコーナーでブラジル在住の粟村朋子さんの旧姓を間違えて記載してしまいました。
正確には３年５組　西朋子さんでした。御本人様には大変御迷惑をお掛けしました。心より御詫び申し上げます。
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同窓会からのお願い
毎年「青蘭会」だよりを発送しても200～500人分が住所不明で戻ってきてしまいます。引っ越し、結婚（名字が変わられた方）、市町村の合併など郵便番号・住所・電話番号など変更された方は、ホームページ・電話・FAX・同封のハガキで下記の番号に必ず御連絡下さい。（尚、御連絡の際には、会員番号または卒業年度もお願いします。）TEL 03（3782）1502
FAX 03（3784）7571（職員室）　03（3782）0277（事務室）ホームページ　http://seirandousoukai .com※会報が届かないお友達がいる方は、学校に住所のご連絡下さる様お伝え下さい。

農業にアツい若者急増中
H19年卒　田島 直子（東京農

業大学４年生）

今、私は都内でリヤカーを使っ
た野菜の移動販売を手伝ってい

ます。「ゆいま～る」という屋
号で、

スーパーなどが近くになく、買
い物に不自由を抱える人々を助

け、また新たな小売の形で、農
業を支え

ていくことを目的として、私と
同い年の農大生が始めた活動で

す。

高校生の頃は、まさか自分がこ
んなに農業にアツイ学生になる

とは思ってもみませんでした。
しか

し、大学で学び、大学の国際交
流系の学生団体で活動していて

、「もっと大学の枠を超えてた
くさんの

人と農業や食、環境に関する活
動をしたい。」と思い、大学２年

の夏に農業系学生ネットワーク
「AGC－

Agriconnecture」を日大や千葉
大、農大などの学生で立ち上げ

ました。医食農連携プロジェク
トや日経

エコプロダクツへの出展。また
このネットワークを通じて大学

３年の春にはNHKのBSハイビジ
ョン「プ

レミアム８」の「コメ食う人々
」というシリーズの中国の回で

出演させて頂きました。中国の
農業に

ファームステイしたり、雲南省
の棚田に行ったり、広東省で野

生のイネを探すなど日本ではで
きないような、貴重な体験をさ

せて頂きました。そして、今は
「日本の農業に一生を賭ける！

学生委員会（SOLA）」というイ
ンカレサークルのメンバーとし

て、野菜販売を行い、大学では
卒論に取り組んでいる毎日で

す。卒業後は仲卸やカット野菜
を製造している企業に就職し、

食を通じて少子高齢化社会と農
業を支えていきたい。そして、

将来は野菜や果物を作るだけで
なく、家畜も飼い、農産物を加

工し、カフェ等もやる農業をや
りたいと思います。

ダンス部 顧問　続木 ゆかり

本校の部活動に関する基本方針は、精神面・体力面での基礎を養い、情操を育み、よ
り高い目標を持って仲間とともに自分自身を鍛えていくことです。それに準じてダンス
部の方針は、①生徒が主体的に活動し、創意・工夫ができる　②知的・情緒的・社会的
な発達を促し、自分自身を発見し望ましい自我意識を形成する　③豊かな人間性の獲
得、としています。
現在、部員数は中学生25名、高校生27名の合計52名です。ヒップホップやジャズ

などの現代的リズムのダンスとチアダンスに分かれて練習しています。年間行事とし
て、品川区総合区民会館での定期発表会、文化祭、外部の大会への参加、高校野球部の
応援などに参加し、生徒自身の創作作品を発表しています。作品の創作過程では曲や振
付を自分たちで選び、決めるための話し合いには多くの時間が必要となりますが、お互
いに協力し合い、友情を深めて好ましい人間関係を築いております。野球部応援では吹
奏楽部の生演奏に合わせてチアダンスを演じた
り、また、定期発表会は照明・音響・舞台監督・
アナウンスなどのスタッフ役を本校の放送委員が
舞台裏を全力で支えて進行してくれます。
このように部活動内外の多様な人々との直接的

な関わり合いを体験・理解し、共感し合える部員
を今後ともご指導、ご支援下さいますようよろし
くお願い申し上げます。

華道部 顧問　深山 亜礼

現在華道部は、部員が大幅に増え、高校
生11名、中学生２名の合計13名で活動し
ております。一時は部員が少なく、どうな
ることかと心配したこともありましたが、
今では大勢の部員でにぎやかに花を生け、
活動場所の教室が手狭に感じられるほどに
なりました。
歴史の深い華道部ですが、長年ご指導をいただいた伊丹コーチはご高齢のため引退

なさって、今では野原コーチが毎週教えて下さっています。お家元のお姉さまという
貫禄の先生ということもあるのでしょうか、どの部員も非常に積極的に活動に参加し
ており、お免状を「奥伝」まで習得してしまい、古流松藤会の本部に通って研究会に
参加する生徒たちもおります。
華道部は活動日が週に１度と少ないため、その時期によっては学校行事やテスト期

間などが重なってしまい、一度も活動がないという月もありますが、他の部に比べ活
動が充実していないということはありません。部員同士も仲が良く、皆毎週のお稽古
を楽しみにしているようです。部員の生けた作品は、記念館のアリーナへ向かう階段
と、通用門そばの職員下駄箱の２か所に、毎週展示しております。毎回花の種類は違
うので、機会があればどうぞご覧になっていただければ幸いです。

S58年卒 佐藤美江（旧姓小泉）
早いもので、同窓会役員になり十数年…ベテラン役員の先輩方に支えられ、ここまで頑張ってくる事が出来ました。私達役員一同は、青蘭会を楽しく、そして会員の皆様に喜んでいただけるような総会にしたいと、色々なアイデアを出し合いながら企画を立てています。少しでも興味をお持ちになりましたら、思い切って今年は足を運んでみませんか？きっと楽しいひとときを過ごせるものと確信しております。会員の皆様のご参加を、役員一同心よりお待ち申し上げております。

役員
紹介

S56年卒 横山佳世子
先生に誘われて、同窓会の

役員になり、早いもので、12
年になりました。
同級生の方とも、役員のお

仕事を通じて、再会をする事
が出来、同窓会で毎年逢うの
を楽しみにしています。
岡田会長をはじめ、役員の

皆様にご指導を頂きながら、
和気相合と楽しく役員のお仕
事をさせて頂いています。
宜しくお願いします。
ご参加お待ちしております!!

21年の時を超えてS63卒　３年６組　加藤理絵（旧姓 浦川）
「もう40歳だね！皆どうしているかな？」青蘭時代からの友人３人との他愛もない会話から始まった、今回の同窓会企画。11月の終わりに21年ぶりに学校に集まり、とても懐かしく楽しい時間を過ごしました。私は、『皆凄く変わってしまって、誰か分からなくなっていたらどうしよう』と不安に駆られながら校舎前で待ちました。でも集まって来る友人達の笑顔に、まるで当時にタイムスリップしたかのようで嬉しくなりました。私達は青蘭学院商業科『情報処理コース』第１期生。１年～３年までクラス替えもなく、担任の曽根先生と、ある種特別な３年間を過ごしました。学院の期待を背負った私達に「６組さんなら出来て当たり前！」と言う周りの空気感に、まだ10代の小生意気な私達は何度も反発し、先生を困らせていました。この同窓会で先生と沢山話し笑い合い、当時の厳しさは、私達に対する期待度の大きさ故と知りました。でもそのお陰で、社会人になって役立つ事が沢山ありました。今ではとても感謝しています。有難うございます。

時間の経つのは早いもので「終電！！」の声とともに「次は４年後先生の祝！還暦で」と約束して、それぞれ帰路につきました。
後日、私に「昔の仲間と語り合うのも良いものだね！」とメールをくれた友人がいました。私も本当にそう思い、とっても心温まりました。

校舎が新しくなります
新校舎計画のお知らせ

地上６階地下１階

着工予定　平成23年４月１日
完成予定　平成26年８月末日
設 計 者　團紀彦建築設計事務所

吹奏楽部

第23回定期演
奏会

2011年３月25日 
金

場所：きゅりあん（
大井町） 大ホール

※詳細は、ホームペ
ージをご覧下さい。

http://www5.oc
n.ne.jp/seiryobr

/

2010年９月26日（ ）
10：00～15：00
アオタユキオメモリアルホールのＶＩＰ２室に同窓会の部屋を用意しておりますので、お立ち寄り下さい。

青
稜
祭

まんなかが田島さん
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柴
田
ヒ
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在
任
九
年
）

青稜2011年度生徒募集要項

試 験 日

試験科目

合格発表

入学手続

Ａ  国語・算数
Ｂ  ２科４科選択
    国・算　又は
    国・算・理・社
     （面接はありません）

Ａ  ２月１日（火）午後２時
    掲示・ホームページ
Ｂ  ２月１日（火）午後10時
    ホームページ
    ２月２日（水）午前９時
    掲示

    発表時から２月14日（月）午前９時～午後４時（土曜日曜祝日は午前９時～午後３時）
    入学辞退届　２月14日（月）午後３時までに提出
    入学金は入学手続き時、もしくは延納願いを提出された場合には最終２月26日（土）
    午後３時までにお納めください。

    国語・算数：時間50分　　　　配点  100点　２科合計200点
    理科・社会：時間２科で60分　各配点 60点　２科合計120点　４科合計320点

第２回
Ａ  ２月２日（水）
    午前８時30分
Ｂ  ２月２日（水）
    午後２時30分

Ａ  （午前）男女30名
Ｂ  （午後）男女50名

Ａ  ２科４科選択
Ｂ  ２科４科選択
    国・算　又は
    国・算・理・社
     （面接はありません）

Ａ  ２月２日（水）午後５時
    掲示・ホームページ
Ｂ  ２月２日（水）午後10時
    ホームページ
    ２月３日（木）午前９時
    掲示

    ２科４科選択
    国・算　又は
    国・算・理・社
     （面接はありません）

    ２月４日（金）午後４時
    掲示・ホームページ

一般入試
２月12日（土）８時30分

１月25日（火）～２月５日（土）午前９時～午後５時
＊土・日曜日は午前９時～午後３時

①入学願書（本校指定のもの）
②調 査 書（在籍中学校発行のもの）
③受 験 料　20,000円　

＊受験料は出願前に銀行振込みでお納めください。

男女130名

国語・数学・英語（面接はありません）

Ａオープン入試
当日受験した３教科の合計点にもとづいて合否を判定します。

Ｂ併願優遇入試
調査書により、一定の成績基準を上回っている場合、当日の試
験結果を含め総合的に合否を判定します。基準は、３年２学期
の成績が３科14且つ９科39以上であること。また英検準２級
以上の資格取得者は３科・９科それぞれの数値に１を加算でき
ます。
＊２期制の場合は中間期各学校が証明する成績。
＊対象は国公立中学校のみで、12月15日からの入試相談時に
上記の資格について、証明書（コピーでも可）の提示が必要
です。

出願期間

選考方法

時間配点

出願期間
１月20日～１月31日
午前９時～午後５時
（土・日曜日９時～３時）

    １月20日～２月１日
    午前９時～午後５時
    （土・日曜日９時～３時）
      Ｂは当日９時30分まで可

    １月20日～２月３日
    午前９時～午後５時
    （土・日曜日９時～３時）
    当日７時30分まで可

募集人員

入学手続

合格発表

出願書類

試 験 日

試験科目

募集定員

２月15日（火）午前９時～午後３時
＊出願時に延期願いを提出した場合、公立高校発表の翌日まで
入学手続は延期できます。ただし公立高校の２次募集につい
ては認められません。

２月13日（日）午前11時～12時
＊本校アリーナ（体育館）にて、合否通知・手続き書類を
お渡しします。

（持参）受験料　20,000円　複数回受験の場合の受験料は下記の金額です。
２回：20,000円　３回：25,000円　４回：30,000円　５回：35,000円
※出願書類は入学願書（本校指定のもので、小学校の報告書は不要です）

第１回
Ａ  ２月１日（火）
    午前８時30分
Ｂ  ２月１日（火）
    午後２時30分

第３回

    ２月４日（金）
    午前８時30分

Ａ  （午前）男女40名
Ｂ  （午後）男女60名     男女20名

応募資格　2011年３月中学校卒業見込みの生徒中 学 校 高等学校


